
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

ヴェルファ・クライリス

ドレイク

戦士

8

600

暗視/限定竜化/光ブレス/弱点(魔法+2)

男性 23歳

人族に負けたことがある
人族と蛮族の戦争を止めたことがある
実は貴重な血統である

12

14

4

6 18 3

5 3 20 + 1 3

9 2 25 + 2 4

7 2 23 3

14 18 3

10 14 2

ファイター

フェアリーテイマー

レンジャー

セージ

エンハンサー

ウォーリーダー

8

1

1

4

1

1

タフネス

斬り返し

武器習熟A/ソード

武器習熟S/ソード

頑強

2122

1-286

1-281

1-281

1-279

交易共通語

神紀文明語

ドレイク語

汎用蛮族語

魔動機文明語

魔法文明語

妖精語

バジリスク語

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

マッスルベアー

怒涛の攻陣Ⅰ

地位「仲間」

個人専用武器「フランベルジュ」

20

50

60 130

8 11 11 12

0

0

0

スプリントアーマー 15 0

11

5

5ファイター

フランベルジュ

フランベルジュ

2H片

1H両

23 2

23 2

13

13

10 15 38

10 15 28

冒険者セット

下着

普段着

着替えセット

保存食

魔晶石3点x2

ヒーリングポーションx2
テント（６人分）x2

1500

3 21 63 11 5 77

7 4 11 10 17

妖精魔法 1 4

ターバン

剛力の腕輪

軍師徽章

俊足の指輪筋力+2

鼓咆の媒介

俊敏+1

　先の大戦で総大将をやっていたが自分以外を見逃してくれるのであればと言う条件の元、領主との一騎討ちで魔剣を破壊され記憶喪失にな
る、その後元々部下だった者達にも見下され、親にも見放されたが直属の部下である「ウィークリングの二ルファ」と「ラルヴァのカルネ」
そして同族を裏切り臣下に加わってくれた「バシリスクのシャルス」によって蛮族社会から逃げ出すことが出来た。彼らの事は辛うじて覚え
ていて、彼女らの心配をしながらも旅立っていった。
　それから各地を旅しながら人間社会を冒険者として回ってきたことにより、蛮族と人族が和解出来ないのかと考えるようになった。
　旅をしている最中によく彼女らの噂を聞くようになった、「ドレイクに従っているシャルスというバシリスクが最近名を挙げ始めた」「ウ
ィークリングとラルヴァを従えたバシリスクが居た」などという事を聞くようになってから彼女らの無事を安心しつつも、対立した時に話が
出来るのか、もしも殺し合いになった時に攻撃出来るかという不安も出てきた。
　そんな中で魔剣を壊されて残った記憶の中で一番鮮明な一騎討ちの相手を探していてここにたどり着いた。
　前の蛮族の統治者によって繰り返された血統選別政策により生まれた完成された唯一の存在であったが蛮族にしては優しすぎであり捨てら
れた他の蛮族達だけを集めて面倒を見ていたほどである。
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